
剤の需要く原料血渠換算で1 6 5万L相当Iに届かない分に相当するアルブ
ミン製剤く原料血焚換算で約7 6万L相当つが輸入製剤で供絵されている状
況にある.

eJ促にtアルブミン製剤の国内需要を全て満たす畳の原料血費を確保して製
造した場合には.免疫グロブリン製剤の需要が現在のレベルにあるとすると.

その国内需要を大幅に上回る分の原料血費画分が余ることとなり,製造業者
には大きな経済的損失となる等.事業として成り立たなくなると考えられる..

61また,アルブミーン製剤の国内事業者による現在の製造能力く原料血寮換算
で約1 29万L相当lは.それを最大限に利用しても現在の国内需要に不足
する一方で.相応する原料血費を免疫グロブリン製剤の製造に回した場合に
は免疲グロブリン製剤の製造量は過剰となる.

アルブミン製剤の適正使用の推進によって需要の総量は減少偵向にあるが.そ
の申で輸入梨剤が供給されてい-ることによ-り.-園内事業者は採算性を推持しなが

ら事業運営を行っている現状にあることも宵意しなければならない.すなわち.
アルブミン製剤等の国内自給推進の方策を考えるに当たっては.血渠分画製剤が
連産晶の製造体制にあることを考慮して.製造量のバランスによる影響を受ける
生産性や収支構造を考える必要があるo

以上のことから.アルブミン製剤及び免疲グロブリン製剤の需要に当面峠現状
から特に大きな変化がないとすると.これら連産品の需給構造からみた場合.将
来にわたつて持続可能な血費分画事業であるための製造体制の課題は以下のよう
に挙げることができるo

O 免疲グロブリン製剤の需要を超える今に相当するアルブミン製剤はどのよ
うに補うかo

elアルブミン製剤の現在の製造能力 くキヤパシテイーlいっばいまで生産し
ても.なお不足する分はどのように補うかo

csl債に.アルブミン製剤の国内需要に併せたレベルにまIti施設を拡充して生

産体制を揚げたとしたときには,余剰となる免疫グロブリン製剤製造用の画分
についてはどのように対処すべきかo
4,免疫グロブリン製剤製造用の画分が余剰となった場合.あるいは逆にアル
ブミン製剤製造用の画分が余剰となった場合に,これらの海外への提供などの
方策が考えられるか.

0 アルブミン製剤等の国申自給の推進に向けた具体的方策くワ-キンググル.1プ
からの提案J

アルブミン製剤及ぴ免疫グロブリン製剤の国内自給率が平成1 7年でそれぞれ
5 4%. 89%である状況に加え,..免疫グロブリン製剤については.輸入企業か
ら日本赤十字社に対する技術移転によって国内献血由乗の原料血渠からの製造に
切り替えられる製品があることを勘案し.当ワ-キンググル-プにおいての国内

自給の推進に向けた方策の検討はl主としてアルブミン製剤を念頭に討議された,
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